
期待される効果

成 果

道総研 産業技術環境研究本部
エネルギー・環境・地質研究所 経常研究

基盤整備と水田転作の活用による所得アップの効果
水田地帯における基盤整備と「水田フル活用」事業の活用で、所得をどれくらい増加できるかを示しました

○収益性の向上により、小麦・大豆の生産拡大が可能になります。

〇経営改善により、大規模水田作経営の安定的な営農が可能になります。

基盤整備（圃場の大区画化や排水改良）の事業が進められていますが、

経営的な効果はよくわかっていませんでした。

1 小麦と大豆の生産費ＤＯＷＮ！

道総研 農業研究本部 中央農業試験場

2 田畑輪換で生産性ＵＰ！ 3 所得がこれだけＵＰ！

問い合わせ：道総研 農業研究本部 中央農業試験場 電話：０123-89-2001（代表）

背 景

2020.12

「水田フル活用」とは…？
水田で小麦、大豆等の作付けを進め有効活用！

・作業能率の向上

→燃料節減＆労働費が低減

・事業負担があっても所得は大幅に増加
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約19万円

・輪作体系の確立により収量が増加
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１戸当たり経営耕地面積

増収効果（実施前→実施後、kg/10a）

水 稲 563→643

秋まき小麦 485→552

大 豆 287→291

小麦

水稲 大豆

飼料用
とうもろこし

代表的な輪作例（４年４作）

・国や北海道による積極的な投資
→大規模水田作経営の経営改善を推進


